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が
、
世
の
中
で
痛
い
目
に
あ
う
「
誠
」
の
「
修
行
」
に
よ
っ
て
改
心
に

及
ぶ
話
は
（
三
二
四
頁
）、「
教
化
」
の
機
能
を
果
た
す
の
は
「
学
問
」
だ

け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
動
揺
す
る
教
化
」
か
ら
、
多
様
な

「
教
化
」
の
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
開
か
れ
た
文
体
」
を
求
め
、「
対
象
に
絡
み
つ
い
て
容
易
に
離
れ
な
い

納
豆
の
よ
う
な
文
体
」
を
書
き
た
い
と
思
い
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方

を
自
省
し
て
し
ま
う
著
者
の
誠
実
な
姿
が
（「
あ
と
が
き
」）、
民
衆
の
視
線

に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
誠
実
に
思
い
悩
む
近
世
学
問
の
姿
と
重
な
り
合
い
、
感

銘
を
受
け
た
。
教
育
に
携
わ
る
現
代
の
研
究
者
が
本
書
に
「
教
化
」
さ
れ

る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

 
（
明
治
大
学
専
任
講
師
）

中
野
目
徹
著

『
明
治
の
青
年
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
─
政
教
社
・
日
本
新
聞
社
の
群
像
』

（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
四
年
）

鈴
木
啓
孝
著

『
原
敬
と
陸
羯
南

　
─
明
治
青
年
の
思
想
形
成
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』

（
東
北
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
五
年
）

岡 

本
　
佳 

子

一

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
表
題
に
あ
る
政
教
社
、
日
本
新
聞
社
の
知

識
人
た
ち
を
扱
っ
た
二
冊
の
本
が
出
版
さ
れ
た
。
早
速
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本

に
つ
い
て
手
短
な
内
容
紹
介
と
拙
評
を
述
べ
た
い
。

　

ま
ず
、
中
野
目
徹
著
『
明
治
の
青
年
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
は
、
二
〇

〇
二
年
〜
一
三
年
に
書
か
れ
た
政
教
社
と
日
本
新
聞
社
の
知
識
人
た
ち
に

関
す
る
論
文
を
、
同
著
『
政
教
社
の
研
究
』（
一
九
九
三
年
）
の
続
篇
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。『
政
教
社
の
研
究
』
の
目
的
が
「「
健
康
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
通
説
的
な
理
解
を
一
旦
留
保

し
て
、
一
つ
の
「
集
団
の
思
想
史
」
を
構
築
す
る
こ
と
」（
一
頁
）
で
あ
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っ
た
の
に
対
し
、
本
書
は
「
個
別
の
人
物
研
究
か
ら
改
め
て
近
代
日
本
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
像
を
立
ち
上
げ
て
み
よ
う
」（
二
頁
）
と
い
う
考
え
の

も
と
出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
詳
し
く
言
え
ば
、
明
治
二
十
年
代
初
頭
、
外

来
語
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
意
味
を
理
解
し
、「
自
他
に
関
す
る
的

確
な
情
勢
認
識
の
も
と
、「
日
本
」「
日
本
人
」
と
は
何
か
を
追
究
し
、
国

家
や
民
族
は
い
か
な
る
方
向
に
進
む
べ
き
か
を
模
索
し
た
一
群
の
青
年
た

ち
」
が
提
唱
し
た
「「
国
粋
主
義
」
の
声
に
丹
念
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
論

理
構
成
を
明
ら
か
に
」
し
、「
彼
ら
の
言
論
活
動
や
政
治
活
動
ま
で
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
彼
ら
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
主
張
し
た
も
の
は

何
だ
っ
た
の
か
を
考
察
」（
六
─
七
頁
）
す
る
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
あ

る
。
全
体
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
紙
幅
の
都
合
上
、
付
論
は
第
一

部
「
付
論
二
」
と
第
三
部
「
付
論
一
」
の
み
紹
介
す
る
）。

　

第
一
部
「
志
賀
重
昂
・
井
上
円
了
・
内
藤
湖
南
」
第
一
章
「
志
賀
重
昂

に
お
け
る
「
国
粋
主
義
」
と
そ
の
変
容
」
で
は
、
明
治
二
十
年
代
初
頭
に

志
賀
が
唱
え
た
「
国
粋
主
義
」
の
構
造
と
そ
の
後
の
変
容
過
程
を
、
彼
の

実
業
論
・
植
民
論
か
ら
探
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
志
賀
の
「
国
粋
主
義
」

と
は
、「
国
粋 

（N
ationality

）」
を
日
本
の
近
代
化
の
あ
り
方
の
基
準
と

定
め
る
原
理
論
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
当
時
の
状
況
に
応
じ
て
「「
生
産
」

＝「
殖
産
興
業
」
論
」「「
政
治
」
＝「
大
同
団
結
」
論
」
と
し
て
機
能
す
る

「
具
体
的
な
運
動
方
針
」
で
も
あ
っ
た
（
一
五
─
一
八
頁
）。
地
方
農
村
の

生
産
力
養
成
を
唱
え
る
志
賀
の
殖
産
興
業
論
は
、
日
清
戦
争
前
後
の
状
況

の
な
か
で
国
家
的
規
模
の
「
積
極
主
義
」
へ
と
変
容
し
、
さ
ら
に
中
国
大

陸
に
お
け
る
「
帝
国
の
利
益
線
の
擁
護
」
と
い
う
政
府
の
方
針
に
追
随
し

て
い
く
。
こ
の
時
に
は
、
当
初
の
志
賀
の
「
国
粋
主
義
」
に
あ
っ
た
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
と
し
て
の
固
有
の
可
能
性
」（
三
六
頁
）
は
失
わ

れ
て
い
た
と
す
る
。

　

第
二
章
「
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
志
賀
重
昂
の
国
際
情
勢
認
識
」
で

は
、
愛
知
県
蒲
郡
市
小
田
家
所
蔵
の
新
出
史
料
を
も
と
に
、
志
賀
が
日
露

戦
争
後
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
後
期
ま
で
の
国
際
情
勢
の
中
で
日
本
の
活

路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
様
子
を
論
じ
る
。
志
賀
は
、
日
本
が
ア
ジ
ア

主
義
的
連
帯
に
よ
っ
て
白
色
人
種
と
対
立
す
れ
ば
、「
社
稷
の
存
亡
」（
五

六
頁
）
に
影
響
す
る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
日
本

の
「
社
稷
の
存
亡
」
が
「
志
賀
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
核
」
で
あ
っ
た
と

す
る
。

　

付
論
二
「
志
賀
重
昂
の
朝
鮮
観
」
で
は
、
著
者
は
軍
事
力
に
よ
る
日
本

の
対
外
膨
張
と
朝
鮮
支
配
を
支
持
し
た
志
賀
の
発
言
の
根
底
に
、「
優
勝

劣
敗
」
の
進
化
論
に
依
拠
し
た
発
想
を
見
出
し
た
。
志
賀
は
日
本
の
「
国

粋
主
義
」
と
同
じ
論
理
を
朝
鮮
人
に
は
適
用
し
な
か
っ
た
、
と
す
る
。

　

第
三
章
「
井
上
円
了
に
お
け
る
「
哲
学
」
と
「
日
本
主
義
」
の
模
索

─
東
京
の
書
生
社
会
の
な
か
で
」
は
、
周
辺
人
物
た
ち
の
明
治
二
十
年

前
後
の
日
記
か
ら
、
思
想
的
中
心
課
題
を
模
索
す
る
井
上
の
動
静
を
調
査

し
た
論
文
で
あ
る
。

　

第
四
章
「
内
藤
湖
南
の
ア
ジ
ア
論
」
は
、
こ
れ
ま
で
三
宅
雪
嶺
の
論
説

と
さ
れ
て
き
た
「
亜
細
亜
経
綸
策
」（
明
治
二
三
年
）
が
、
実
は
別
の
人
物

の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
内
藤
の
ア
ジ
ア
論
に
対
す
る
三
宅
の
影

響
を
重
視
す
る
従
来
の
見
解
に
修
正
を
迫
る
内
容
で
あ
る
。
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第
二
部
「
三
宅
雪
嶺
」
第
一
章
「「
国
粋
主
義
」
と
伝
統
文
化

─

「
美
術
」
と
「
遊
楽
」
を
手
が
か
り
と
し
て
」
で
は
、
政
教
社
の
「
国
粋

主
義
」
が
同
時
期
の
伝
統
文
化
復
興
運
動
と
連
動
す
る
契
機
を
持
ち
、
志

賀
と
三
宅
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
美
術
」
概
念
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
論
じ

ら
れ
る
。

　

第
二
章
「
明
治
二
十
四
、
五
年
の
南
洋
巡
航

─
そ
の
思
想
的
意
義
」

で
は
、
海
軍
練
習
巡
洋
艦
比
叡
に
便
乗
し
た
三
宅
の
初
め
て
の
海
外
渡
航

の
経
緯
を
、
史
料
に
よ
っ
て
跡
づ
け
て
い
る
。
こ
の
旅
行
は
三
宅
の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
は
関
係
し
な
か
っ
た
が
、
遭
難
の
危
機
の
経
験
が
、

帰
国
後
の
三
宅
を
し
て
「
独
特
の
死
生
観
」（
一
七
〇
頁
）
に
も
と
づ
く

哲
学
を
構
築
せ
し
め
た
と
結
論
づ
け
る
。

　

第
三
章
「
政
教
社
退
社
一
件
始
末
」
で
は
、
大
正
一
二
年
の
三
宅
の
政

教
社
退
社
の
顚
末
を
詳
細
に
叙
述
し
、
一
連
の
事
件
を
大
正
期
の
「
左
右

対
立
の
時
代
思
潮
を
象
徴
す
る
一
つ
の
思
想
史
的
な
事
件
」（
一
九
五
頁
）

と
位
置
づ
け
る
。

　

第
四
章
「
同
時
代
史
と
し
て
の
近
代

─
『
同
時
代
史
』
の
世
界
を
読

む
」
は
、
二
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
『
同
時
代
史
』
に
見
る

三
宅
の
歴
史
思
想
の
解
明
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
歴
史
を
「「
勢
」
と
「
人
」

が
織
り
な
す
「
発
達
展
開
」」（
二
一
九
頁
）
と
見
な
す
三
宅
の
歴
史
観

に
は
、
頼
山
陽
や
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
が
あ
る
と
と
も
に
、

「
鋭
利
な
現
状
批
判
」
と
大
正
・
昭
和
初
期
の
記
述
の
「
歯
止
め
の
な
い

現
状
追
随
」（
二
二
四
頁
）
と
い
う
長
短
両
面
が
あ
っ
た
と
分
析
す
る
。

　

第
三
部
「
鈴
木
虎
雄
と
陸
羯
南
」
の
第
一
〜
三
章
は
、『
日
本
』
の
記

者
で
陸
羯
南
の
女
婿
で
あ
り
、
後
に
漢
文
学
者
と
な
っ
た
鈴
木
虎
雄
の
前

半
生
の
評
伝
で
あ
る
。
著
者
が
整
理
に
関
わ
る
「
鈴
木
虎
雄
関
係
史
料
」

か
ら
、
早
熟
な
知
識
青
年
の
思
索
と
自
己
形
成
、
葛
藤
と
自
立
が
描
出
さ

れ
る
。

　

第
四
章
「
陸
羯
南
研
究
の
動
向

─
史
料
整
理
の
報
告
を
兼
ね
て
」
と

付
論
一
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
語
り
方

─
二
冊
の
『
陸
羯
南
』
を
め
ぐ

っ
て
」
で
は
、
近
年
の
陸
羯
南
研
究
を
紹
介
し
な
が
ら
、
近
代
日
本
の

「
思
想
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
「
伝
統
思
想
内
部
」
か
ら
で
は

な
く
「
西
洋
を
参
照
す
る
な
か
で
形
成
さ
れ
、
十
九
世
紀
末
の
日
本
と
い

う
現
実
と
向
き
合
う
な
か
で
主
張
さ
れ
た
」（
三
一
〇
頁
）
こ
と
を
重
視

す
る
著
者
の
姿
勢
が
示
さ
れ
る
。

二

　

本
書
は
、
全
体
と
し
て
豊
富
な
新
出
史
料
の
紹
介
と
そ
れ
に
も
と
づ
く

考
察
を
中
心
と
す
る
。
と
く
に
、
第
一
部
第
二
章
で
紹
介
さ
れ
た
小
田
家

所
蔵
の
志
賀
の
独
特
な
年
賀
状
は
、
彼
が
「
文
」
と
行
動
の
人
で
あ
っ
た

こ
と
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
大
変
興
味
深
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
第
一
部
で
提
起
さ
れ
た
志
賀
の
「
国
粋
主
義
」
と
帝
国

主
義
と
の
関
わ
り
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課

題
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
終
章
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
段
階
で
の

整
理
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
第
一
部
第
一
章
の
「
む
す
び
」
で

は
、
志
賀
の
明
治
三
四
年
の
演
説
筆
記
を
引
用
し
、
彼
が
進
化
論
の
「
自

然
淘
汰
、
優
勝
劣
敗
」
の
法
則
を
「
人
間
の
道
徳
を
根
底
よ
り
破
壊
す
る
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も
の
」
と
見
な
し
て
疑
問
を
呈
し
、「「
弱
者
劣
者
」
へ
の
視
線
」
を
獲
得

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
は
「
志
賀
の
思
想
が
「
国
粋
主
義
」
か
ら

「
帝
国
主
義
」
へ
と
直
結
し
た
と
も
考
え
に
く
い
」（
三
六
頁
）
と
述
べ
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
付
論
二
」
で
は
、
右
の
演
説
を
挟
ん
だ
明
治
三

二
年
と
四
四
年
の
文
章
か
ら
の
引
用
に
依
拠
し
て
、
志
賀
の
朝
鮮
観
に

「「
帝
国
主
義
」
と
の
類
似
性
」
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
「
志
賀
の
思
想

を
生
涯
に
わ
た
っ
て
貫
い
て
い
る
進
化
論
と
地
理
学
に
依
拠
し
た
発
想
」

（
八
四
─
八
五
頁
）
が
根
底
に
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

進
化
論
は
志
賀
の
「
国
粋
主
義
」
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
こ
の

点
を
志
賀
の
思
想
構
造
と
し
て
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
で
扱
わ
れ
た
人
物
た
ち
が
緩
や
か
な
思
想
集
団
を
成
し
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
展
開
し
た
試
み
は
、
非
常
に
個
性
豊
か
で
あ
る
。
志
賀
は
自
ら

の
「
国
粋
主
義
」
を
政
治
経
済
面
で
の
「
具
体
的
運
動
方
針
」
と
し
て

い
た
一
方
で
、
明
治
初
年
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
「
美
術
」
と
い
う
用
語

に
独
自
の
意
味
を
含
ま
せ
、
日
本
固
有
の
「
美
術
的
の
観
念
」
な
る
も

の
の
歴
史
的
継
続
を
主
張
し
、
そ
れ
を
西
洋
と
の
比
較
に
も
耐
え
う
る
日

本
の
「
国
粋
」
と
し
て
唱
道
し
た
。
こ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
の

顔
を
考
え
る
と
、
志
賀
は
「
感
情
的
な
も
の
に
依
頼
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も

論
理
的
に
説
明
可
能
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（
三
二
四
頁
）
と
い
う
「
あ

と
が
き
」
で
与
え
ら
れ
た
評
価
か
ら
は
み
出
す
面
を
持
つ
よ
う
に
思
え

る
。
そ
れ
に
対
し
、「
国
粋
主
義
」
を
直
接
に
は
唱
え
な
か
っ
た
三
宅
の

場
合
、
そ
の
壮
大
な
宇
宙
哲
学
の
中
で
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
常
に
相

対
的
な
現
象
に
す
ぎ
な
い
」（
三
一
八
頁
）
と
い
う
ほ
ど
、
広
範
な
研
究

を
要
す
る
。
終
章
で
予
告
さ
れ
て
い
る
志
賀
と
三
宅
の
評
伝
は
、
こ
の
よ

う
な
「
明
治
の
青
年
」
世
代
の
「
い
く
つ
か
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
か
た

ち
」（
三
一
五
頁
）
を
追
い
な
が
ら
、
分
野
横
断
的
な
性
質
を
も
つ
近
代

日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
中
で
、
確
か
な
史
料
検
証
に
も
と
づ
い

た
個
別
の
人
物
研
究
の
重
要
性
を
高
め
る
成
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

三

　

鈴
木
啓
孝
著
『
原
敬
と
陸
羯
南
』
は
、
博
士
論
文
と
数
本
の
既
発
表

論
文
を
も
と
に
し
た
、
著
者
初
め
て
の
単
著
で
あ
る
。
本
書
の
目
的
は
、

「
明
治
初
年
の
青
年
」
の
思
想
形
成
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
、「
明
治
二
〇

年
代
に
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
基
礎
構
造
に
つ

い
て
の
新
た
な
理
解
を
生
み
出
そ
う
と
試
み
る
」（
一
頁
）
こ
と
に
あ
る
。

著
者
は
津
軽
出
身
の
陸
羯
南
と
南
部
出
身
の
原
敬
と
い
う
二
人
の
青
年
を

と
り
あ
げ
、
彼
ら
が
共
通
の
歴
史
的
・
知
的
土
壌
に
育
ま
れ
な
が
ら
も
対

照
的
な
思
想
形
成
を
遂
げ
て
い
く
軌
跡
を
追
っ
た
。
本
書
で
は
、
司
法
省

法
学
校
の
同
期
生
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
「
考
察
対
象
と
な
る
年
代

も
、
そ
れ
を
取
り
扱
う
学
問
的
方
法
も
大
き
く
乖
離
」（
一
三
頁
）
し
て

い
た
二
人
を
結
び
つ
け
、「
陸
羯
南
に
と
っ
て
は
原
敬
の
存
在
そ
の
も
の

が
、
自
己
の
思
想
形
成
に
と
っ
て
所
与
の
前
提
条
件
で
あ
り
、
も
っ
と
も

重
要
な
周
囲
環
境
の
一
つ
」（
一
四
頁
）
で
あ
り
、
陸
の
「
草
創
期
「
国

民
主
義
」」
は
原
の
日
本
国
民
観
・
国
家
観
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
形
成

さ
れ
た
と
い
う
新
説
を
提
示
す
る
。
各
章
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
序
論
」
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
方
法
論
と
し
て
、
歴
史
上
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の
個
人
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
ま
つ
わ
る
言
論
と
行
動
を
な
ぜ
生
み
出
し

た
か
を
、
時
系
列
的
な
「
過
程
の
追
認
」（
一
一
頁
）
に
よ
っ
て
考
察
す

る
こ
と
の
有
効
性
を
主
張
す
る
。

　

第
一
部
「
明
治
初
年
の
社
会
的
状
況
と
青
年
た
ち
」
第
一
章
「
日
本
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
旧
藩
」
で
は
、
近
年
の
先
行
研
究
を
も
と
に
、
明
治
初

年
の
「
地
域
的
断
絶
と
階
層
的
断
絶
の
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
が
交
錯
し
た
旧

藩
秩
序
」（
四
五
頁
）
が
「
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
の
特

殊
前
提
条
件
」（
一
五
頁
）
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ

う
し
た
歴
史
的
文
脈
の
中
で
、
原
が
故
郷
と
の
関
係
を
断
ち
切
ら
な
か
っ

た
の
に
対
し
、
陸
に
は
故
郷
へ
の
帰
属
意
識
が
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
思
想
の
本
質
」
を
規
定
し
て
い
た
と
す
る
（
四
六
頁
）。

　

第
二
章
「
明
治
啓
蒙
主
義
の
内
面
化

─
〝
士
族
の
超
越
〟」
で
は
、

若
き
原
敬
が
南
部
藩
の
家
老
格
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
も
士
族
か
ら
平
民

に
転
籍
し
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
行
為
が
明
治
啓
蒙
主
義
の
「「
文

明
の
精
神
＝
独
立
の
気
力
」
の
具
現
化
」（
七
〇
頁
）
で
あ
り
、
福
沢
諭

吉
の
「
階
層
間
差
別
解
消
論
に
対
す
る
原
敬
の
共
鳴
」（
七
一
頁
）
で
あ

っ
た
と
す
る
。

　

第
三
章
「
司
法
省
法
学
校
「
放
廃
社
」
に
み
る
結
社
と
個
人
」
で
は
、

明
治
一
二
年
に
司
法
省
法
学
校
で
放
校
処
分
を
受
け
た
原
、
陸
と
そ
の

同
志
た
ち
が
、「
放
廃
社
」
と
い
う
結
社
に
拠
っ
て
「
独
立
の
気
力
」
を

保
ち
、
自
己
形
成
を
し
た
様
子
を
解
説
す
る
。
そ
の
後
帰
郷
し
た
中
田
実

が
分
家
独
立
し
て
陸
実
と
な
り
、
士
族
か
ら
平
民
へ
転
籍
し
た
こ
と
を
、

「
原
敬
を
媒
介
に
し
た
明
治
啓
蒙
主
義
の
波
及
効
果
」（
一
〇
二
頁
、
傍
点

省
略
）
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　

第
二
部
「
原
敬
の
思
想
形
成

─
あ
る
い
は
「
多
元
的
日
本
国
民
観
」

の
成
立
」
第
一
章
「
福
沢
諭
吉
の
二
大
政
党
制
・
議
院
内
閣
制
理
論
の
受

容
」
で
は
、
放
校
後
の
浪
人
生
活
を
経
て
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
記
者
と

な
っ
た
原
が
、
固
定
的
な
官
民
対
立
を
超
え
た
二
大
政
党
制
理
論
と
議
院

内
閣
制
理
論
を
福
沢
諭
吉
か
ら
受
容
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
原
は

福
沢
か
ら
、
党
派
間
の
「
競
争
・
均
衡
に
お
い
て
全
体
た
る
日
本
国
家
を

漸
進
さ
せ
る
と
い
う
構
想
」（
一
六
〇
頁
）
を
継
承
し
た
と
す
る
。

　

第
二
章
「
近
代
日
本
に
お
け
る
「
多
民
族
国
家
」
的
日
本
観
の
起
源
」

で
は
、
明
治
一
四
年
の
視
察
旅
行
で
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
出
会
っ
た
原
が
、

各
人
が
「
多
重
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
維
持
し
た
ま
ま
「
共
時
的
に

教
育
を
受
け
、
近
代
化
＝
文
明
化
、
す
な
わ
ち
日
本
国
民
化
を
成
し
遂

げ
る
べ
き
」（
一
九
一
頁
）
だ
と
す
る
独
自
の
「「
多
民
族
国
家
」
的
日
本

観
」（
一
九
四
頁
）
を
確
立
し
た
と
論
じ
る
。

　

第
二
部
の
総
括
と
し
て
著
者
は
、
福
沢
か
ら
受
け
継
い
だ
「
機
会
均
等

の
原
則
が
担
保
さ
れ
た
競
争
原
理
」（
二
〇
三
頁
）
に
依
拠
し
た
文
明
化

達
成
の
志
向
が
、
原
の
政
党
政
治
観
と
「「
多
民
族
国
家
」
的
日
本
観
」

と
に
通
底
し
、「
多
元
的
日
本
国
民
観
」
の
確
立
に
つ
な
が
っ
た
と
結
論

づ
け
る
（
二
〇
四
─
〇
五
頁
）。

　

第
三
部
「
陸
羯
南
の
思
想
形
成

─
あ
る
い
は
「
一
元
的
日
本
国
民

観
」
の
成
立
」
で
は
、
右
の
よ
う
な
原
の
思
想
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
陸

が
「
一
元
的
国
民
観
」
を
形
成
し
て
い
く
道
程
を
追
う
。
第
一
章
「
帰

郷
体
験
と
〝
旧
藩
の
超
越
〟」
で
は
、
放
校
後
に
帰
郷
し
て
『
青
森
新
聞
』
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に
就
職
し
た
陸
が
、
地
元
の
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
り
な
が
ら
も
そ
れ

に
共
鳴
で
き
ず
、
再
上
京
後
に
は
こ
の
運
動
を
抑
え
よ
う
と
す
る
側
に
加

担
し
た
過
程
を
描
写
す
る
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
故
郷
か
ら
の
乖
離
の
体

験
を
「
旧
藩
の
超
越
」
と
理
解
し
、
そ
れ
が
陸
に
お
い
て
個
人
の
「
原
初

的
・
自
然
発
生
的
共
同
体
原
理
か
ら
の
自
由
獲
得
と
独
立
維
持
」（
二
三

六
頁
）
を
意
味
し
、
陸
の
い
う
「
日
本
」
は
こ
の
結
集
原
理
を
も
と
に
し

て
い
た
（
二
三
七
頁
）
と
説
明
す
る
。

　

第
二
章
「「
国
民
主
義
」
の
誕
生

─
そ
の
「
東
北
」
論
か
ら
」
で
は
、

明
治
二
一
年
に
官
職
を
辞
し
、『
東
京
電
報
』
主
筆
と
し
て
言
論
活
動
を

開
始
し
た
陸
が
、「
奥
羽
」
に
替
わ
る
日
本
の
一
地
方
と
し
て
の
新
し
い

地
域
概
念
「
東
北
」
の
登
場
を
歓
迎
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
東
北
を
は

じ
め
各
地
方
で
、
旧
藩
秩
序
の
「
階
層
的
」「
地
域
的
」
断
絶
を
克
服
し

て
「
水
平
化
」
さ
れ
た
個
人
が
、「「
言
論
を
以
て
根
拠
」
と
し
た
理
性
的

結
合
」（
二
六
一
頁
）
を
成
し
、
藩
閥
勢
力
に
対
抗
し
た
政
治
主
体
と
な

る
こ
と
を
陸
は
期
待
し
た
と
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
地
方
的
団

結
＝
真
正
の
政
党
」（
二
五
八
頁
）
が
陸
の
「
国
民
主
義
」
の
基
礎
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
陸
は
「「
日
本
」
全
体
の
体
面
や
利
益
を
考
え
て
政

治
参
加
す
べ
き
」（
二
七
二
頁
）
と
の
立
場
か
ら
、
党
派
間
の
競
争
を
国

民
の
分
裂
を
招
く
も
の
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
て
お
り
、
福
沢
や
原
が
信

頼
し
た
「
競
争
原
理
を
基
礎
と
し
た
文
明
論
」
を
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
結
論
」
で
著
者
は
、「
競
争
原
理
と
党
争
を
認
め
る
「
多
元
的
日
本
国

民
観
」
と
、
そ
れ
を
認
め
な
い
「
一
元
的
日
本
国
民
観
」
と
い
う
二
項
対

立
が
、
明
治
二
〇
年
代
以
後
の
日
本
の
政
治
社
会
に
お
け
る
伝
統
と
な
っ

て
ゆ
く
」（
二
九
七
─
九
八
頁
）
と
の
見
解
を
示
す
。
陸
の
「
草
創
期
「
国

民
主
義
」」
に
つ
い
て
は
、「
既
存
の
権
力
秩
序
に
対
す
る
無
前
提
な
順
応

を
唾
棄
し
、
現
前
の
大
勢
流
行
と
の
安
易
な
同
調
を
嫌
悪
し
、
何
よ
り
も

「
精
神
の
独
立
」
を
己
に
課
し
た
青
年
が
唱
え
た
も
の
だ
っ
た
」（
二
九
六

頁
）
と
い
う
意
義
を
導
き
出
し
、
そ
れ
が
他
者
の
支
配
を
目
的
と
し
な
い

「
自
他
共
生
の
理
想
」（
三
〇
〇
頁
）
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

四

　

本
書
は
、
青
年
期
に
お
け
る
陸
羯
南
と
原
敬
の
接
点
と
差
異
に
着
目
す

る
こ
と
に
よ
り
、
陸
の
思
想
形
成
の
特
徴
を
際
立
た
せ
た
画
期
的
な
研
究

で
あ
る
。
司
法
省
法
学
校
放
校
後
の
「
放
廃
社
」
に
お
け
る
再
出
発
、
青

森
と
紋
鼈
で
の
鬱
屈
し
た
時
期
、
そ
し
て
「
弘
前
事
件
」
を
め
ぐ
る
故
郷

の
反
自
由
民
権
運
動
と
の
関
わ
り
な
ど
、
陸
の
行
動
と
精
神
状
況
を
史
料

に
も
と
づ
い
て
丹
念
に
描
い
た
記
述
に
は
読
み
応
え
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
陸
の
来
歴
に
見
る
個
性
は
、
彼
を
学
士
中
心
の
政
教
社
と
同
一
視
し

て
い
て
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、「
明
治
の
青
年
」
世
代
の
成
長
過
程

の
多
様
さ
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
こ
う
し
た
学
術
的
価
値
に
敬
服
し
た
う
え
で
、
陸
の
進
路
決
定

に
お
け
る
原
の
存
在
の
大
き
さ
が
実
証
可
能
な
以
上
に
強
調
さ
れ
が
ち
な

点
（
と
く
に
後
半
部
分
）
を
は
じ
め
、
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か

あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
次
の
点
の
み
を
述
べ
た
い
。

　

陸
の
思
想
形
成
を
主
題
と
す
る
第
三
部
で
は
、「
情
実
」
を
も
と
に
す

る
藩
閥
勢
力
に
対
抗
し
、
地
方
の
「「
言
論
を
以
て
根
拠
」
と
し
た
理
性
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237　書　評

的
結
合
」
に
よ
る
政
治
主
体
の
形
成
を
陸
が
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
れ
を
陸
の
「
国
民
主
義
」
全
体
に
拡
大
し
、
陸

に
お
い
て
は
「「
日
本
」
と
い
う
国
家
へ
の
帰
属
意
識
、
あ
る
い
は
「
私

は
日
本
人
で
あ
る
」
と
い
う
自
己
意
識
に
つ
い
て
も
、
理
性
的
な
手
段
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
個
人
個
人
が
生
ま
れ
た

瞬
間
に
保
持
し
て
い
る
自
然
の
感
情
で
あ
る
と
は
、
決
し
て
み
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
」（
二
七
三
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
性
急
な
解
釈
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
陸
が
啓
蒙
主
義
的
な
「
言
論
」
と
「
理

性
」
だ
け
で
自
ら
の
言
う
国
内
の
「
有
機
的
な
結
合
」
が
実
現
で
き
る
と

考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
考
察
対
象
で
あ
る
明
治
二
一
、二

年
の
陸
の
論
説
や
先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
陸
の
政

治
に
お
け
る
「
競
争
原
理
」
の
否
定
に
着
目
し
な
が
ら
も
、「
旧
藩
の
超

越
」
と
い
う
「
実
体
験
」
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
た
ゆ
え
に
生
ま
れ
た
「
国

民
主
義
」
解
釈
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

　

本
書
で
は
、
陸
が
「
理
性
」
に
よ
る
国
家
運
営
を
諦
め
て
「
感
情
」
に

よ
る
国
民
統
合
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
を
国
会
開
設
以
後
と
し

て
い
る
（
二
九
八
頁
）
が
、
実
際
に
は
政
論
記
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
頃
か
ら
、
陸
は
「
理
性
」
を
主
軸
と
す
る
「
政
治
的
生
活
」
だ
け
で

な
く
、「
情
」
と
「
徳
」
を
維
持
す
る
「
家
族
的
生
活
」
を
も
国
民
形
成

の
う
え
で
等
し
く
重
視
し
て
い
た
。
著
者
は
明
治
二
一
年
九
月
二
六
日
の

論
説
「
家
族
的
生
活
及
び
政
治
的
生
活
」
の
一
部
を
引
用
し
て
先
述
の
よ

う
な
自
ら
の
解
釈
の
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
論
説
全
体
が
次
の

よ
う
な
主
張
を
趣
旨
と
し
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
陸
は
維
新
以
後
の
日
本
で
政
治
上
の
問
題
を
「
道
理
」
に
よ
っ

て
解
決
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
「
一
進
歩
」
と
評
価
す
る
一
方
で
、

こ
の
「
政
治
的
生
活
」
で
の
「
変
動
」
が
「
家
族
的
生
活
」
に
ま
で
及
ん

で
伝
統
的
な
「
自
然
の
徳
性
」
を
乱
し
て
い
る
と
憂
慮
し
て
い
る
。
さ
ら

に
こ
の
風
潮
が
進
行
す
れ
ば
、
欧
米
の
「
十
九
世
紀
無
君
無
父
の
社
会
」

の
よ
う
な
「
我
日
本
社
会
の
支
離
滅
裂
」（『
陸
羯
南
全
集
』
第
一
巻
、
み
す

ず
書
房
、
一
九
六
八
年
、
五
三
七
─
三
九
頁
）
を
招
き
、
そ
の
弊
害
が
政
治

に
ま
で
逆
流
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て
、
国
民
生
活
の
両
面
の
峻
厳

な
区
別
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
陸
が
伝
統
的
な
秩
序
や
価
値
の
解
体

が
進
み
過
ぎ
る
こ
と
を
恐
れ
、
当
初
か
ら
旧
来
の
共
同
体
の
「
徳
」
や

「
感
情
」
を
国
民
の
紐
帯
と
見
な
す
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
彼
の
国

民
観
を
理
解
す
る
う
え
で
無
視
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
陸
が

皇
室
を
国
民
の
精
神
的
統
合
の
た
め
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
論
説

も
、
す
で
に
明
治
二
一
年
か
ら
登
場
し
て
い
る
（「
伊
勢
の
太
廟
、
皇
室
と

行
政
府
と
の
関
係
」
明
治
二
一
年
九
月
二
一
日
、「
国
民
の
典
礼
、
天
長
節
」
同

年
一
一
月
三
日
）。

　

こ
う
し
た
問
題
に
伴
い
、
本
書
で
展
開
さ
れ
た
陸
の
「
一
元
的
日
本
国

民
観
」
が
最
後
に
「
自
他
共
生
の
理
想
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
点
が
、
評

者
に
は
い
わ
ば
現
代
的
な
価
値
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
、
い
さ
さ
か
唐
突
に
感
じ
ら
れ
た
。

五

　

二
つ
の
労
作
は
、「
明
治
の
青
年
」
世
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
現
在
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で
も
思
想
史
研
究
者
の
関
心
を
引
き
続
け
、
ま
だ
十
分
に
史
料
発
掘
と
新

し
い
視
点
の
導
入
の
余
地
の
あ
る
領
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
両

書
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
定
義
か
ら
出
発
せ
ず
、
歴
史
的
文
脈
に
即
し
た

個
人
研
究
か
ら
近
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
解
明
す
る
立
脚
地
を
築

こ
う
と
す
る
真
摯
な
試
み
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
注

目
し
た
い
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
終
盤
か
ら
の
学
際
的
な
国
民
国
家
論
の

興
隆
を
経
た
後
に
、
あ
ら
た
め
て
明
治
二
十
年
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

そ
の
担
い
手
の
思
想
に
寄
り
添
い
な
が
ら
研
究
す
る
こ
と
の
意
味
を
、
絶

え
ず
自
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
す
る
両
著
者
の
心
構
え
で
あ
る
。

中
野
目
氏
は
現
段
階
で
は
「
結
果
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

再
生
産
に
す
ぎ
な
い
と
の
誹
り
を
受
け
る
こ
と
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
三
二
三
頁
）
と
省
察
し
な
が
ら
次
作

の
課
題
を
列
挙
し
、
鈴
木
氏
は
国
民
国
家
批
判
の
研
究
が
一
部
で
は
「
個

人
の
具
体
像
」
か
ら
遠
く
離
れ
た
「
お
そ
る
べ
き
〝
人
間
不
在
〟
の
歴

史
」（
二
八
九
頁
、
傍
点
省
略
）
を
扱
っ
て
い
る
と
批
判
し
、
自
著
が
そ
れ

へ
の
「
さ
さ
や
か
な
異
議
申
し
立
て
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
本
拙
評

は
両
書
の
意
義
を
伝
え
る
に
は
あ
ま
り
に
不
十
分
で
あ
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
研
究
の
視
点
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
状
況
に
磨
か
れ
な
が
ら
、「
明

治
の
青
年
」
研
究
が
新
た
な
段
階
を
切
り
開
い
て
い
く
営
為
は
、
多
く
の

思
想
史
研
究
者
の
関
心
を
集
め
る
に
違
い
な
い
。

 

（
国
際
基
督
教
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
）

碧
海
寿
広
著

『
近
代
仏
教
の
な
か
の
真
宗

　
─
近
角
常
観
と
求
道
者
た
ち
』

（
法
蔵
館
・
二
〇
一
四
年
）

島
　
薗
　
　
進

　

本
書
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
、
真
宗
大
谷
派
に
あ
っ

て
独
自
の
仏
教
実
践
・
仏
教
言
説
の
地
平
を
切
り
拓
い
た
近
角
常
観
（
一

八
七
〇
─
一
九
四
一
）
に
つ
い
て
の
研
究
を
核
と
し
、
同
じ
く
真
宗
大
谷

派
の
清
沢
満
之
と
そ
の
門
下
の
動
き
を
も
視
野
に
収
め
、
近
代
仏
教
研
究

に
新
た
な
方
向
性
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
野
心
的
な
研
究
書
で
あ
る
。
二

〇
一
二
年
に
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
論
文
を
も
と
に
二
〇
一
四
年
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
資
料
も
広
く
深
く
調
べ
ら
れ
、
論
点
も
よ
く
考
え
抜

か
れ
て
分
か
り
や
す
く
提
示
さ
れ
て
お
り
、
熟
成
度
の
高
い
著
作
と
感
じ

た
。

　

方
法
論
的
に
も
意
欲
的
で
、
問
題
意
識
の
広
が
り
が
頼
も
し
い
。
思
想

史
的
研
究
と
も
言
え
る
が
、
テ
ク
ス
ト
が
置
か
れ
た
実
践
の
社
会
的
場
に

つ
い
て
の
洞
察
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
言
説
と
実
践
の

社
会
史
的
研
究
に
接
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
国
家
と
宗
教
の
関
わ
り
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
い
っ
た
視
点
も
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、「
テ
ク
ス
ト
を
読
む
」

タ
イ
プ
の
思
想
史
的
研
究
と
、
社
会
的
付
置
の
な
か
で
宗
教
実
践
を
捉
え

よ
う
と
す
る
宗
教
社
会
史
的
研
究
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
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